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鳥
取
労
働
局
　
職
業
安
定
部
長

手
　
計
　
一局
　
志

フ
月
１
日
付
け
で
鳥
取
労
働
局
職
業
安
定
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

で
こ
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
国
平
均
よ
り
早
く
高
齢
化
が
進
行
す
る
本
県
に
あ
っ
て
は
、
∝
歳

以
上
の
方
の
割
合
が
平
成
解
年
に
は
２
９
・
―
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
そ
の
重
要
性
が

一
層
増
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
本
県
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
地

域
の
就
業
希
望
者
の
様
々
な
二
十
ズ
に
対
応
で
き
る

「総
合
的
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
十
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
が
着
実
に

進
展
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
熱
意
と
こ
努
力
の
賜
と
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

鳥
取
労
働
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
、
県
及
び
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層

の
こ
理
解
、
こ
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
◆
後
の
ま
す
ま
す
の

こ
発
展
と
、
職
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
こ
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
就
任

の
こ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

縮
倭
ぴ
あ
い
き
つ

皆
様
に
は
、
高
年
齢
者
の
就
業
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
日
頃
よ
り
格
別
の
こ

理
解
と
こ
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
雇
用
失
業
情
勢
は
全
国
的
に
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

県
内
の
６
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
０

・
４
５
倍
と
、
前
月
よ
り
０

，
０
１
ポ
イ
ン

ト
、
前
年
同
月
よ
り
０

・
２
５
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
低
水
準
で

推
移
す
る
中
で
、
高
年
齢
者
の
雇
用
対
策
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
就

業
意
欲
の
高
い
高
年
齢
者
に
対
す
る
雇
用
の
場
の
確
保
が
京
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
と
り
わ
け
団
塊
世
代
が
職
業
生
活
か
ら
の
引

退
過
程
に
入
る
な
ど
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
、
高
年
齢
者
の
地
域
に

お
け
る
多
様
な
就
業

・
社
会
参
加
エ
ー
ズ
に
応
じ
た
機
会
を
、
確
保

・
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会 報 需 舅R

て

ば
か

「手
計
」
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平
Ы
二
十

一
年
度

第

一
回
通
常
総
金
聞
健

平
成
二
十

一
年
度
第

一
回
通
常
総
会
が
６
月
９
日
、

鳥
取
市
に
お
い
て
会
員
の
代
表
及
び
来
密
一の
こ
出
席

を
賜
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
害
｛と
し

て
こ
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
取
労
働
局
の
橋
本
職

業
安
定
部
長
か
ら
こ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
社
団
法
人
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
田
子
理
事
長
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

社
団
法
人
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
定
款
の

一
部
変

更
に
つ
い
て

社
団
法
人
　
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
平
成
二
十
年
度

事
業
報
告

（案
）
及
び
収
支
決
算
報

告

（案
）
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
社
団
法
人
　
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
平
成
二
十

一
年

度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い

て

第
四
号
議
案
　
オ歪
八
期
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に

つ
い
て

圭馘
　
案
第

一
号
議
案

会報 需 司R

酸
Ш
　

事

酸
ｍ　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

副

会

長

常
務
理
事

副

会

長

△
蚕
　
　
　
　
奮反

役

職

足
　
一立
　
慎
　
夫

足
　
一立
　
香
　
人

有

田

勝

徳

山

浦

基

治

谷

口

幹

彦

ノ」ゝ

林

宮

夫

子

　

　

キ貝

西
　
村
　
］石
　
市

伊

藤

静

夫

宇
　
罫
　
込
旧
　
巳

木

島

敏

樹 行

中

林

正

氏

　

名

（社
）
湯
梨
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
琴
浦
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
日
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理
事

（社
）
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
智
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）岩
美
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
烏
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

所

属

新

　

任

新

　

任

再

　

任

再
　
　
任

新

　

任

再

　

任

再

　

任

再
　
　
任

新

　

任

新

　

任

再
　
　
任

再

　

任

新

・
再
任
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平
成
二
十

中
年
度

事

業

計

画

書

基

本

方

針

本
県
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は
四
千
人

余
り
と
な
り
、
各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
様
々
な
事
業
渚
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
従
来

の
庭
木
剪
定
や
車
刈
り
と
い
っ
た
分
野
だ
け
で
な
く
、

施
設
の
管
理
や
高
齢
者
の
軽
度
生
活
援
助

・
子
育
て

支
援
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
、
少
子
高
齢
化
の

中
に
あ
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す

駅
　
役
割
は
◆
後
更
に
重
要
と
な
り
、
地
域
に
お
け
る
高

需
　
齢
者
の
多
様
な
社
会
参
加
二
十
ズ
を
満
た
す
場
と
し

報
　

て
益
々
期
待
さ
れ
、
積
極
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い

会
　
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
は
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
三
年
間
の
緊
丞
雇
用

創
出
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
規
会
員
及
び
就
業
の
場
の
確

保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
市
阿
村
の
政
策
プ
ラ
ン
に
連
携
し
て
実
施

す
る
、
教
育
、
子
育
て
、
介
護
、
環
境
分
％
の
企
画

提
案
方
式
事
業
の
推
進
を
行
う
ほ
か
、
企
業
等
の
二
十

ズ
に
対
応
し
た
高
齢
者

・
団
塊
世
代
の
専
門
知
識

・

能
力
を
活
か
す
こ
と
と
、
適
正
就
業
の
観
点
か
ら
も
、

更
に
シ
ル
バ
ー
登
録
会
員
に
よ
る
労
働
者
派
遣
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
「鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

渚
性
化
計
画
」
は
対
象
期
間
の
三
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
計
画
に
掲
げ
た
会
員
及
び
就
業
機
会
の
拡
大
等

の
総
合
対
策
の
推
進
を
図
り
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連

合
は
渚
動
拠
点
セ
ン
タ
ー
と

一
体
と
な
り
、
次
の
事

業
実
施
計
画
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
渚
性
化

，

充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

事
業
実
施
計
画

一
、
安
全

・
就
業
推
進
事
業

シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
方
針
で
あ
る
安
全

・
適

正
就
業
を
推
進
す
る
た
め
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

安
全

・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
会
議
の
開
催

安
全
就
業
研
修
会
の
開
催

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
に
よ
る
巡
回
相
談

普
及
啓
発
事
業

連
合
会
機
関
誌
の
発
行

（年
二

シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間

（十
月
）
の

行
事ポ
ス
タ
ー
、
各
種
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成

・
配
付

囲
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

三
、
就
業
開
拓
事
業

田
就
業
機
会
開
発
推
進
委
員
会
の
開
催

口
就
業
開
発
推
進
委
員
の
配
置

ロ
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員
の
配
置

四
、
交
流
研
修
事
業

田
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
経
験
交
流
大
会

口
連
合
役
職
員
研
修

五
、
シ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

田
　
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
推
進

国
　
派
遣
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
実

務
を
中
心
と
し
た
研
修
会
の
開
催

六
、
福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

田
　
研
修
会
の
開
催

口
　
普
及
啓
発

七
、
指
導
相
談
事
業

人
、
鳥
取
県
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
連

絡
会
議
の
開
催

九
、
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
活
性
化
計
画
の

推
進

十
、
企
画
提
案
方
式
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー

（社
）
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

・
子
育
て
）

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

。
子
育
て
）

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
単
独
分
郵
～
介
護
）

（単
独
型
単
独
分
野
～
子
育
て
）

十

一
、
新
公
益
法
人
会
計
基
準

・
認
定
研
修
会
の
開

、
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業

啓
発
事
業

総
合
的
雇
用
就
業
情
報
提
供
事
業

技
能
講
習
事
業

①
　
長
期
講
習

・
十
五
会
場
で
実
施

②
　
短
期
講
習

・
五
会
場
で
実
施

職
場
体
験
講
習
事
業

職
業
紹
介
事
業

十
llllll三 催

ll llll｀ lttl l l l l l l

lttl lttl
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刊

‐

十
三
、
シ
エ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
、
高
年
齢
者
の
就
業

二
十
ズ
と
企
業
等
の
人
材

二
十
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

十
四
、
諸
会
議

ｅ
研
修
会
の
関
催

総
会

・
理
事
会
　
事
務
局
長
会
議
及
び
関
係
行

政
機
関
等
と
の
連
絡
会
議
を
実
施

別
表

（平
成
二
十

一
年
度
）
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
実
施
計
画
）

~‐~~I   T

会報 需 覗

麒

＼

贔
■

市
与

経

理

事

務

補

助

講

習

造

園

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
補
助
講
習

訪
間
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

社

会

保

険

業

務

補

助

講

習

長

期

講

習

警

備

業

務

補

助

講

習

保

育

　

子

育

て

支

援

講

習

緑

地

管

理

ア

シ

ス
タ

ン
ト

講

習

鳥
取
市

・
米
子
市

烏
取
市

（
二
回
）

倉
吉
市

烏
暇
市
　
米
子
市

鳥
取
市
　
米
子
市

，
倉
吉
市

鳥
取
市

・
米
子
市

・
倉
吉
市

境
港
市

米
子
市

開

催

場

所

室

内

装

飾

ア

シ

ス
タ

ン
ト

講

習

造

園

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

短

期

講

習

米
子
市

・
倉
吉
市

・
北
栄
町

|

南
部
広
域
　
智
頭
町

開

催

場

所

(5)



会報 需 珂R

平成2?舞麿ン=″ワ
ークブログラム地域事業実施計画

シエアワークプログラム地域事業 lよ、 (社 )鳥取県シルバー人材センター連合会が活動拠点の協力

のもと、夕夕種夕夕様な技能講習を事業主団体と連携を|よかりながら実施する事業です。

講習の種類 lよ、長期講習 (40時 F日日を超える講習)と短期講習 (20時間を超え40時間迄)の 2種

類となります。

平成2]年度 |よ、長期講習 ]5回 (介護講習3回を含む)、 短期講習5回を計画し、順次実施してお

ります。

1.長期講習

2.短期講習

斡
―.'「
     ――  

・

‐ 、

講  習  名 実施地区 講 習 日 程 講習日数 定 員 受講者 修了者
技能講習

経理事務補助 米子会場 1 6月 9日～ 6月 19日 9日間 25名 ]8名 ]8名

造園アシスタント] 鳥取会場 6月 22日～ フ月 2日 9日 間 125名 30名 29名

保育・子育て支援 境港会場 6月 24日～ フ月 3日 1 8日 間 20名 ]3名 ]3名

経理事務補助 鳥取会場 フ月 ]3日～ フ月24日 1 9日 間 125名 25名 25名

社会保険業務補助 米子会場 9月 2日～ 9月 ]]日 8日 間 20名
|

緑地管理アシスタント 倉吉会場 9月 フ日～ 9月 ]6日 8日 間 20名
警備業務補助 鳥取会場 9月 9日～ 9月 ]8日 8日間 20名
オフィスクリーニング補助 米子会場 9月 28日～ ]0月 フ日 8日間 20名 |

社会保険業務補助 鳥取会場 9月 30日～ 10月 9日 8日間 20名
警備業務補助 米子会場 ]O月 8日～ ]0月 20日 8日間 20名
社会保険業務補助 倉吉会場 ]1月 4日～ ]1月 ]3日 8日間 20名
造園アシスタント2 鳥取会場 ]]月 9日～ ]]月 19日 9日 間 25名
介護語習 (2級課程 )

訪間介護員養成研修 米子会場 6月 26国～ 8月 6日 23日間 20名
訪間介護員養成研修 倉吉会場 8月 20日～ ]O月 2日 23日間 20名

訪間介護員養成研修 鳥取会場 ]0月 6圏～ ]1月 ]フ日 23日間 20名

講  習  名 実施地区 講 習 日 程 講習日数 定 員 受講者 4多了者

室内装飾アシスタント  1米子会場 6月 2日～ 6月 9日 6日間 20名 ]8名 ]5名
造園アシスタント 智頭会場 8月 31日～ 9月 4日 5日間 20名
造園アシスタント 南部会場 10月 26日～ ]0月 30日 5日間 20名

|

室内装飾アシスタント 北栄会場 1月 25日～ 1月 29日 5日間 20名

室内装飾アシスタント 倉吉会場 2月 3日～ 2月 9日 5日 F日日 20名

電

(6)
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鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、

本
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省
鳥
取
労
働
局
の
委
託
事
業

で
、
『シ
エ
ア
就
業
支
援
プ
回
グ
ラ
ム

（Ｓ
Ｓ
Ｐ
こ

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
経
済
の

活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
誰
も
が
意
欲
と
能

力
の
あ
る
限
り
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
け
る
社
会

の
実
現
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
企
業
な
ど
を
退
職
し
た
幅
広
い
職

業
経
験
を
持
つ
高
年
齢
者
の
多
様
な
雇
用

，
就
業
や

社
会
参
加
エ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
高
齢
者
の
選
択
を

容
易
に
す
る
た
め
、
地
域
の
関
係
機
関
で
構
築
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
定
型

・
協
力
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
や
高
年
齢
者
の
技
術

・
技
能

・
ノ
ウ
八
ウ

を
登
録
し
、
就
業
二
十
ズ
と
食
業

・
事
業
団
体

・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
人
材
二
十
ズ
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
再
就
職
支
援
な
ど
を
実
施
す
る
新
し
い
事
業

で
す
。

①
　
事
業
目
標

田
　
来里
録
者
数
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
人
以
上

回
　
登
録
者
の
雇
用
就
業
率
　
　
二
〇
％
以
上

ロ
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
又
は
就
業
支
援
講
座
ヘ

の
参
加
率
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
％
以
上

②
　
事
業
の
内
容

①
　
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

田
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
、
高

年
齢
者

・
障
害
者
福
祉
施
設
、
介
護
施
設
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民
利
用
施
設
、

サ
ー
ク
ル
団
体
、
企
業
、
商
工
団
体
、
自

治
会
、
地
方
公
共
団
体

（県

・
市
）
、
労

働
局
、
八
□
―
ワ
ー
ク
等
、
県
内
の
関
係

団
体
の
代
表
者
に
よ
る

「鳥
取
県
シ
エ
ア

就
業
福
祉
協
議
会
」

（事
務
局
は
連
合
本

部
）
を
組
織
し
ま
す
。

国
　
連
携

・
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を

「協
力
団
体
」
と
し
て
名
簿
登
録

②
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

シ
エ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
１
２
名
及
び
地
域
二
十
ズ
開
拓
員
２

名
を
配
置
。

③
　
対
象
高
齢
者
の
情
報
収
集

・
登
録

一屋
用

。
就
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
、
様
々
な
地
域
社
会
へ
の
参
加

の
手
助
け
。

④
　
地
域
社
会
二
十
ズ
の
把
握

古
回
齢
者
な
ら
で
は
の
能
力

奮
一醤
田な
知
識

・

経
験

。
熟
練
し
た
技
術

・
技
能

・
ス
キ
ル
等
）

を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
社
会
二
十
ズ

（企

業

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・
高
齢

者
福
祉
施
設

。
自
治
会

・
市
民
利
用
施
設
等
）

の
情
報
収
集

・
登
録
。

③
　
対
象
高
齢
者
と
地
域
社
会
二
十
ズ
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ

前
記
③
と
④
に
よ
り
得
た
情
報
を
突
合
し

た
結
果
、
適
合
し
た
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
に
提

供
し
、
両
者
の
二
十
ズ
が
合
致
で
き
る
よ
う

相
談
支
援
を
行
う
。

①
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
体
験

・
企
業
な
ど
で

の
職
場
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
参
加

・

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
。

⑦
　
そ
の
他
生
活
就
業
プ
ラ
ン
の
策
定

新
し
い
分
野
で
の
渚
躍
を
促
し
、
地
域
社

会
に
対
応
す
る
よ
う

「就
業
支
援
講
座
」
を

開
催
し
、
活
動
に
係
る
生
活
就
業
プ
ラ
ン
が

作
成
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

〔7)



平
成
三
十

】
年
Ｅ

事

業

実

施

娯

況

第

一
回

通

常

理

事

倉

五
月
二
十
七
日

（金
）
鳥
取
市
に
お
い
て
開
催
。

会 報 需 則

る

荘峨
　
案
第

一
号
議
案
　
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
平
成
二
十
年
度
事
業
報

告

（案
）
及
び
収
支
決
算
報
告

（案
）

に
つ
い
て

（監
査
報
告
）

第
二
号
議
案
　
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
平
成
二
十

一
年
度
収
支

補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
オ歪
八
期
理
事
及
び
監
事
候
補
者
選

考
委
員

（案
）
に
つ
い
て

そ
　
の
　
他
　
連
合
会
給
与
規
程
の
改
定

（案
）

に
つ
い
て

議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

安
全
適
正
就
業
推
進
委
員
会

七
月
七
日

（火
）
倉
吉
市
で
開
催
。

翌峨
　
題
田
　
平
成
二
十

一
年
度
安
全

・
適
正
就
栄
推
進
事

業
実
施
計
画
に
つ
い
て

口
　
平
成
二
十
年
度
障
害
事
故
等
発
生
状
況
及
び

安
全

・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
状
況
に
つ

い
て

口
　
平
成
二
十
年
度
活
動
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
安
全

・

適
正
就
業
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

圃
　
そ
の
他

′′  ‖|

(8)



刊
‐

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
研
修
会

七
月
二
十
三
日

（木
）
米
子
市
で
開
催
。

圭戯
　
題
田
　
全
国
シ
ル
バ
ー
派
這
事
業
実
務
担
当
者
研
修

会
伝
達

ロ
　
シ
ル
バ
ー
派
違
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

日
　
そ
の
他

平

成

二

十

一

年

度

安
全

二
適
正
就
業
研
修
倉

七
月
十
七
日
、
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

瓢
　
出
席
者
九
十
二
名
を
得
て
、
平
成
二
十

一
年
度
安
全

・

需
　
適
正
就
業
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

報
　
　
宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
二
十

一
年
度

会
　

の
安
全
標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
遠
藤
美
弥
子
会
員
の

『安
全
は
　
自

分
で
確
か
め
　
守
る
も
の
』
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

入
選
五
作
、
佳
作
五
作
が
同
時
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
田

子
　
一貝
氏
に
よ
る

『安
全
就
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
』

の
基
調
講
演
が
あ
り
、
鳥
取
県
警
察
高
齢
者
交
通
安

全
教
育
指
導
員
の
松
岡
　
博
之
氏
に
よ
る

『高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
』
倉
吉
市
長
寿
社
会
課

認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
石
賀
　
純
子
氏
の

『笑
顔
の
あ
る
生
活
、
笑
い
は
奇
跡
の
く
す
り
』
の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職

員
の
柳
楽
　
孝
鑑
氏
に
よ
る

『植
栽
班
渚
動
と
安
全

就
熊
の
取
組
』
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
気
持
ち
新
た

に
安
全
就
業
の
意
識
を
再
確
認
し
、
研
修
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

ヽ
い
な
の
え
■
与
■
”
と
に
つ
い
て

Iヽ ユ銀ンル′ヽ―入■センタ…こな

▼

「優
秀
作
品
」

安
全
は
　
自
分
で
雄
か
め
　
守
る
も
の
違
　
離
　
美
弥
子

（柱
）倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

装

Ｌ

・書

，
　

一

安
全
就
業
漂
器
の
来
彰
作
品

(9)



会 報 需 珂翼

轟 勇幾
ミ
駆垂

識
　
詩

笑
療
の
あ
る
主
渚

共
い
は
ふ

な
ど
，
点
を
■
＾
ミ
■
力
■

工
Ｑ
善
ぺ

「入
選
作
品
」

え
な

い
ぞ
　
そ
の
集
理

そ
の
濱
独

そ
の
油
断
村
　
口
　
販
手
邪

（
社
）
鳥
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
十
待

て
　
よ

っ
た
余
溶
で
　
防
ぐ
事
故

転
　
口
　
孝
　
志

（
社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

―
■ｏ●
シ
々
―
入
４
韓
形
＝
亀
燕

拗

手

■

体

事
故
と
条
事
故
は
　
欲

一
童

少
し
の
清
断
で
　
大
き
な
事
故

へ

水
　
上
　
　
　
聰

（
社
）
分
吉

下
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

さ
あ
（
日
も
　
吋
を
引
き
舒
め
　

景ヽ
仝
作
業

十
　
え
　
童
　
茂

（
社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

慣
独
た
仕
事
に
　
ひ
そ
む
事
故

坪
　
分
　
工
　
明

（れ
）
夫
凸
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｌ
Ｏ
法
人

帝

静
齢
者
の
束
竜
事
畿
勝
工
に

「佳
作
作
品
」

景ヽ
合
の
　
ル
ー
ル
守
独
ば

）桁
　
口
　
定
　
夫

（
注
）
鳥
稟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
り
憤
薇
た
　
作
業

の
中
に
　
港
む
事
故

叛
　
場
　
工
　
雄

（
社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

就
業
に
　
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
　
ま
あ

い
い
か

瀬
　
え
　
勝
　
“

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（

一
度
　
再
雅
熟
が
　
身
を
守
る
　
　
　
　
　
　
　
　
，Ｏ

Ｗ

ヤ

　

　

勉
　
い

（社
）
筒
部ヽ
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

洛
ん
で
る
　
事
故
が
あ
な
た
を
　
れ

っ
て
る

岩
　
水
　
仙
　
子

（
社
）
北
＊
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

急
く
゛

ほ
ど

ミ
ポ猛蔀縮

事
故
は
0



会 報 島 司R

平
成
二
十
年
度

下
期
事
業
実
施
状
況

第

二

回

通

常

理

事

会

平
成
二
十

一
年
三
月
十
八
日

（水
）
倉
吉
市
に
お

い
て
平
成
二
十
年
度
第
二
回
通
常
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

署
議
さ
れ
た
次
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

己
一

■ ~~■ 7iヽ

T

億
―

皇

0

―

―

台

韮峨
　
案

オ弟

一
口巧
珪
誠
空
〈

オ弟
一
百
巧
韮
馘
空
〈

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

0

V

が

.・

■中ⅢⅢ、

4

平
成
二
十
年
度
収
支
補
正
予
算
書

《案
）
に
つ
い
て

平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

職
員
給
与
規
定
の

一
部
改
訂

（案
）

に
つ
い
て

平
成

二
十

一
年
度
収
支
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

報
告
事
項
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
都
道
府
県
連
合
会
長
会
議
の
概

要
に
つ
い
て

・
平
成
二
十

一
年
度
連
合
会
業
務
執
行
体
制
に
つ

い
て

・
平
成
二
十

一
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
計
画

（案
）
に
つ

い
て

・
平
成
二
十

一
年
度
シ
エ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
計
画

（案
）
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
事
業
実
施
状
況
等
に
つ
い
て

ノどゝ

一

越

・

こ

韓

一ｄ
・　
ｏ

奪

紀ヽア

・
罹
膨
▼
声
　
′

／

〆

〔fr)
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第

二

回

通

常

総

会

平
成
二
十

一
年
三
月
二
十
六
日

（木
）
倉
吉
市
に

お
い
て
平
成
二
十
年
度
第
二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
議

長
に

（社
）
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

長
西
村
岩
市
氏
を
選
出
し
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
い
す
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

圭戯
　
案
第

一
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
職
員
給
与
規
定
の

一
部
改
訂

（案
）

に
つ
い
て

第
四
］璽
戯
案
　
平
成

二
十

一
年
度
収
支
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

報
告
事
項
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
都
道
府
県
連
合
会
長
会
議
の
概

要
に
つ
い
て

・
平
成
二
十

一
年
度
連
合
会
業
務
執
行
体
制
に
つ

い
て

・
平
成
二
十

一
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
計
画

（案
）
に
つ

い
て

・
平
成
二
十

一
年
度
シ
エ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
計
画

（案
）
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
事
業
実
施
状
況
等
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
長
，事
務
局
長
会
蔀

平
成
二
十

一
年
二
月
六
日

（金
）
米
子
市
に
お
い

て
平
成
二
十
年
度
第
二
回
理
事
長

・
事
務
局
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ガ♭

実シ

施

事

務

所

平
成
二
十

一
年
二
月
二
十
七
日

（金
）
倉
吉
市

お
い
て
開
催
。

福
祉

〔
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

事
業
権
避
担
当
者
研
修
倉

平
成
二
十
年
十
月
九
日

（木
）
倉
吉
市
に
お
い
て
、

各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
等
の
参
加
の

も
と
、
福
祉
　
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
研
修
会
を

開
催
し
た
。

基
調
講
演
は
、
（社
）
府
中
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
業
務
係
長
の
山
代
佳
世
氏
に
よ
り
ま
す

『シ
ル
　
幻

パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
れ
か
ら
の
福
祉

・
家
　
い

事
援
助
サ
ー
ビ
ス
』
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
ま
た
、

（社
）
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
福
祉

・
家
事

担
当
の
よ
井
瑠
美
子
氏
の

『福
祉

・
家
事
援
助
事
業

の
堀
状
と
班
の
活
動
に
つ
い
て
』
の
事
例
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
（社
）鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
福
田
廉
務
主
任
よ
り
企
画
提
案
型
事
業

（福

祉

・
家
事
援
助
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

公
演
後
に
は
、
発
表
等
に
つ
い
て
渚
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

ャ
回

Fゞ

|

派
　
遣

長

倉

蓋
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平威20年度SP講習更講者デーク
平成21年3月 31日現在

定   員 受 講 者 内 訳 達 成 率 修了率
(修了者/
受講者)

進 捗 率 残
講
習最 終 現 在 受講者 修了者 途中修了不参加 受講者1現在定員修了者1現在定員 受講者1最終定員膠了者1最終定員

長期 35] 351 325 29フ 6 22 9260/o 8460/O 9140/O 9260/O 8460/o

短期 ]65 ]65 195 18] 3 ]1 ]1820/o 10970/o 9280/O ]1820/O 109フ O/o

合計 516 516 520 478 9 38 10080/o 9260/0 9]90/0 ]0080/0 9260/o

講 習 名 受講者 修了者 途中修了者 不参加 定  員 受講申込者

長

期

鳥 取 市

31001 介護2級 (鳥取 ) 20 ]9 1 20 43

31002 経理事務補且ブ」(鳥取) 25 25 22 3]

31003 第 ]回造園アシスタント(鳥取) 26 26 20 2フ

31004 第2回造園アシスタント(鳥取 ) 30 28 ] ] 22 46

31005 社会保険労務士補助 (鳥取) ]9 16 3 20 ]9

米子広域

31006 介護2級 (米子 ) ]8 13 2 3 20 ]8

31007 経理事務補鳳力(米子) 22 ]9 ] 2 22 22

31008 オフィスクリーニング補助(米子) ]3 ]] 2 20 14

31009 フォークリフト運転技能 (米子 ) ]5 ]4 1 20 16

31010 社会保険労務士補助 (米子) 27 25 2 20 27

倉 吉 市

310]i 介護2級 (倉吉) 14 ]4 20 ]フ

310]2 事務補助 (倉吉) 22 ]6 6 20 22

31013 社会保険労務士補助 (倉吉) ]3 ]2 i 20 ]3

3]0]4 緑地管理アシスタント(倉吉) 25 24 ] 25 25

境 港 市

310]5 介護2級 (境港) 12 ]] ] 20 R2

3]0]6 事務補助 (境港 ) 12 R2 20 12

3]017 保育 ・子育て支援 (境港) 12 ]2 20 12

長   期   小   計 325 29フ 6 22 351 3フ 6

講    習    名 受講者 修了者 途中修了者 不参加 定 員 受講申込者

短

期

鳥 取 市
3]101 警備業務アシスタント(鳥取)

室内装飾アシスタント(鳥取 )

]8 16 2 ]5

20

]8

2531102 25 2] 4

米子広域
3]]03 警備業務アシスタント(米子)

子育て支援 (米子 )

室内装飾アシスタント(倉吉)

子育て支援 (倉吉)

]3 ]]

]4

2 15 ]3

]531]04 15 ] ]5

倉 吉 市
3]105 20 ]9

]6

] 15

]5

20

31]06 ]フ ] ]ア

南部広域 31107 造園アシスタント(南部) 30 29 ] ]5 30

智 頭 町 3]108 造園アシスタント(智頭) ]8 ]フ ] 20 18

岩 美 田]

Jと ジk 田丁

3]]09 緑地管理アシスタント(岩美) 20 20 20 20

3]]10 室内装飾アシスタント(北栄 ) 19 18 ] ]5 19

長   期   小   計 195 18] 3 ]] ]65 ]95

△
口

十一三
ロ総 520 4フ8 9 38 516 5フ ]

(13)
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保育 '子育て支援(境港)

事務補助(境港)

介護2級 (境港)

緑地管理アシスタント(倉吉)

社会保険労務士補助(倉吉)

事務補助(倉吉)

介護2級 (倉吉)

講
フ財 9烹蓬蓋概窒漆弓

習 ォフィスクリーニング補且力(米子)

別     経理事務補助(米子)
介護2級 (米子)

社会保険労務士補助(鳥取)

第2回造園アシスタント(鳥取)

第1回造囲アシスタント(鳥取)

経理事務補助(鳥取)

介護2級 (鳥取)

受講者データ (長期講習)

□修了 □途中修了 □不参加

00/0 200/0 400/o 600/0

構 成 比
800/0    ]000/0

-
-

-
-

-
-

室内装飾アシスタント(北栄)

緑地管理アシスタント(岩美)

造園アシスタント(智頭)

造園アシスタント(南部)

講     子育て支援(倉吉)

習 室内装飾アシスタント(倉吉)

別     子育て支援 (米子)

警備業務アシスタント(米子)

室内装飾アシスタント(鳥取)

警備業務アシスタント(鳥取)

受講者データ (短期講習)

□修了 □途中修了 □不参加

00/o 200/O 400/o

構

600/0

成   上ヒ

800/0    1000/0

(14〕



健
康
ン
町
１
秦山

陰
労
災
病
院

整

形

外

科

山

本

敦

史

日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
商
歳
以
上
の
高
齢
者
で
の
寝
た
き
り

，

介
護
の
主
な
原
因
は
運
動
器
疾
患
が
２‐

．
５
％

（
二

〇
〇
七
年
）を
占
め
、
◆
後
も
増
加
の

一
途
を
た
ど

こ
の
三
つ
の
い
す
れ
か
を

持
つ
人
は
男
性
の
８４
％
ヽ
女

性
の
関
％
で
、
す
べ
て
を
合

併
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

人
は
５
４
０
万
人
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
ロ
コ
モ
の
原
因
と
な

る
病
気
が
あ
る
日
本
人
が
４０

歳
以
上
で
は
約
４
フ
０
０
万

人
に
達
す
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
□

コ
チ

ェ
ッ
ク
と
し
て
、
以
下

の
５
項
目
が
あ
り
ま
す
。

覗
　
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

需
　
　
そ
こ
で
、
こ
の
新
し
い

報
　
事
態
に
対
応
す
べ
く

「メ

会
　
タ
ボ
」
の
運
動
器
版
と
し

て

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」

（略
し
て
回

コ
モ
）
と
い
う
新
し
い
言

葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
と
は
骨

・
関
覇

・

筋
肉
な
ど
の
機
能
が
衰
え

て
生
渚
の
自
立
度
が
低
下

し
要
介
護
や
寝
た
き
り
に

な
る
可
能
性
が
高
い
状
態

を
表
し
ま
す
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
変
形
性
膝
関
節

症

・
変
形
性
腰
椎
症

・
骨

粗
霧
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
片
脚
立
ち
で
靴
下
が

は
け
な
い

②
家
の
中
で
つ
ま
す
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る

③
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要

④
横
断
歩
道
を
商
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

⑤
‐５
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

上
記
の
う
ち
、
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
人
は

回
コ
モ
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
ロ
コ
モ
の
予
防

や
対
処
の
方
法
に
は
日
粗
慈
症
の
進
行
を
抑
え

る
薬
や
関
節
の
痛
み
を
抑
え
る
薬
な
ど
に
よ
る

薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
肥
満
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
食
事
療
法
も

大
事
で
す
。
し
か
し
、
歩
い
た
り
動
い
た
り
す

る
筋
力
や
パ
ラ
ン
ス
能
力
は
、
動
か
な
い
で
い

る
と
ま
す
ま
す
衰
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
に
挙
げ
る
ロ
コ
モ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
十
二
ン
グ

（略
し
て
ロ
コ
ト
レ
）

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
コ
ト
レ
そ
の
１
は
開
眼
片
脚

立
ち
で
す
。
別
名
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
療
法
と
い
い
ま
す

が
、
片
足
立
ち
は
両
足
立
ち
に
比

べ
約
２
・乃
倍
の
負
荷
が
か
か
り
、

１
分
間
の
片
足
立
ち
訓
練
は
約
５３

分
間
歩
行
に
相
当
す
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
左
右
―
分
間
す
つ
、

１
日
３
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
コ
ト
レ
そ
の
２
は
ス
ク
ワ
ッ

ト
で
す
。
あ
の
大
女
優
、
森
光
子

さ
ん
は
◆
で
も
１
日
２
０
０
回
の

ス
ク
ワ
ッ
ト
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
椅
子
に
腰
か
け
る
よ
う
に
、
お
尻
を
ゆ
っ
く
り
　
剪

下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

膝
は
曲
が

っ
て
も
９０
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。深
呼
吸
を
す
る
ペ
ー
ス
で
５
～
６
回
繰
り
返
し
ま

す
。
こ
れ
を
１
日
３
回
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
の

回
コ
ト
レ
と
し
て
は
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
ロ
コ
モ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル

が
あ
り
、
十
分
に
歩
け
る
人
と
よ
く
捗
け
な
い
人
で

は
ロ
コ
ト
レ
の
や
り
方
も
違
い
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
安
全
な
方
法
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

膝
や
腰
が
痛
い
か
ら
と
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
寝
た
き
り
や
介
護
を
必
要

と
せ
ず
、
自
立
し
た
生
渚
が
で
き
る
健
康
碁
命
を
延

ば
す
た
め
に
も
◆
日
か
ら
始
め
て
み
ま
し
よ
う
。

ロコトレ

その 1

左右 1分間ずつ、

1日 3回行いましよう。

開眼片脚立ち

床に着かない程度

に片足を上げます。

転倒しないように、

必ずつかまるもの

がある場所で行い

ましょう。

ロコトレ

その2
スクワット
●椅子に1翼かけるように、お尻をゆつくり下ろします。

0お尻を盤く下ろすところから始めて、膝は由がつても90度を超えないようにします。

康がつま先より前に

嵐ないようにします。

様の出がる向き 1と、

足の第2趾の方向に

します。

足は踵から30度くらい

外l.開きま魂

体五が足の裏の真ん中

にかかるようにしまi

t

て

垂

長

抒

安全のために格子や

ソフアーの前で行い

ましょう。

④

深呼吸をするペースで 5～ 6回繰り返します。これを 1日 3回行いましよう。

痛みを感じた場合は、お尻を下ろし過ぎないようにしたり、

机などを支えに使ったりしてみて下さい。



日
解
達
成
に
近
道
な
し
「急
が
ば
日
れ
」

硼
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

佐
々
木

日日

彦

楽
譜
と
の
出
合
い
は
５０
年
ぶ
り
。
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た
い
中
の

一
つ
で
あ
っ

た
。若
い
と
き
は
、
そ
れ
ほ
ど
気
に
も
な
ら
す
に
社
会
の
荒
波
に
も
ま
れ
、
気
が
つ

く
と
大
き
な
穴
が
空
い
た
よ
う
に
空
自
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
し
か
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
高
齢
者
と
し
て
の
癒

し

，
和
み

。
挑
戦

・
願
望
を
取

り
入
れ
て
、
◆
ま
で
と
変
わ
っ

た
角
度
で
社
会
を
見
る
べ
し
。

将
来
に
期
待
し
、
親
友
と
の
連

携
で
譜
面
読
み
の
挑
戦
を
始
め

ま
し
た
。

◆
更
と
は
思
っ
た
が
、
早
速

楽
器
店
に
飛
び
込
み
店
内
を
く

ま
な
く
見
て
、
何
が
良
い
か
な
？

考
え
た
挙
げ
句
、　
一
番
黄
金
色

に
輝
く
楽
器
が
目
に
入
っ
た
。

そ
れ
が
、
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
で

あ
っ
た
。
期
待
と
不
安
が
超
入

り
乱
れ
た
が
、
店
員
に
相
談
す

る
と
、
「簡
単
！
簡
単
―
押
さ
え

る
だ
け
だ
か
ら
、
楽
器
の
中
で

一

番
早
く
上
達
で
き
る
か
ら
、
心
配

し
な
く
て
よ
ろ
し
い
」
と
の
こ
と
。

迷
わ
す
即
決
断
し
た
。

ぃ
ょ
ぃ
ょ

「６０
ス
タ
‐
卜
」
。

吹
き
竹
か
ら
６
年
経
過
。
若
い
男

女
と
と
も
に
指
導
講
師
に
恵
ま
れ

て
、
万
年
青
年
ら
し
く
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
、
お
玉
杓
子
と
運
指

の
連
続
で
す
。

◆
に
な
っ
て
み
ま
す
と

「目
標

達
成
に
近
道
な
し
」
を
実
感
し
、

肝
に
銘
じ
な
が
ら
簡
単
な
奥
が
大

変
深
い
こ
と
が
少
し
ず
つ
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
思
え
ば
早
く

か
ら
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
と
高
齢

者
仲
間
で
よ
く
慰
め
合

っ
て
、
親

交
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

年

一
回
の
大
発
表
会
と
数
回
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ロ
演
奏
会
。
ま
た
、
観
衆
の
拍

手
の
刺
激
を
肝
に
銘
じ
、
何
よ
り
も
同
じ
趣
味
を
も
つ
仲
間
と
の
懇
親
会
の
回
数

を
重
ね
る
度
に
、
自
分
な
り
に
達
成
感
を
満
喫
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
趣
味
の
柱

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
大
変
重
宝
し
、
万
年
青
年
を
有
効
に
渦
用
し
、
満
喫
し
て

い
る
昨
◆
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
人
前
で
早
く
大
き
な
恥
を
か
く
こ
と
。
譜
面
を
見
な
く

て
ソ
ロ
演
奏
５
曲
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
。
ま
た
、
チ
ャ
ン
ス
に
は
必
ず
挑
戦
す
る

こ
と
が

「目
標
達
成
に
近
道
な
し
」
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
味
が
掴
め
る
ま
で
、
若
葉
マ
ー
ク
か
ら
紅
葉
マ
ー
ク
と
続
け

な
が
ら
、
確
り
と
土
台
を
固
め
て
、
癒
し

，
和
み
の
世
界
に
陶
酔
し
て
い
る
毎
日

で
す
。
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高
齢
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

琴
浦
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

琴
浦
阿
誕
生
と
同
時

に
旧
東
伯
と
旧
赤
碕

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
合
併
し
、

法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
時
の
会
員
数

は
、
百
六
十
七
名
で

し
た
が
、
そ
の
後
減

少
し
、
現
在
は
百
五

十
九
名
で
粗
入
会
率

は
２
．
２
％
で
す
ｏ

硼
琴
浦
町
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
両
【　
一不
　
（
一　
一二

琴
浦
町
は
、
平
成
１６
年
９
月
１
日

「旧
東
伯
聞
」

「旧
赤
碕
町
」
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

琴
浦
町
は
、
鳥
取
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
東
西

‐５
ｋｍ
ヽ
南
北
１９
血
ヽ
総
面
積
三
十
九

・
八
八
平
方
ｋｍ

で
、
南
部
は
秀
峰
大
山
か
ら
連
な
る
山
々
に
囲
ま
れ
、

北
は
日
本
海
に
画
し
て
い
ま
す
。

大
山
山
系
に
源
を
発
す
る

豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

景
勝
地
と
し
て

「大
山
滝
」

「船
上
山
」
を
は
じ
め
、
名

所

・
旧
跡
が
多
く
あ
り
、
自

然
と
歴
史
が
調
和
し
た
町
で

す
。基
幹
産
業
の
農
業
は
、
二

十
世
紀
梨

・
芝

・
畜
産
で
、

県
下
有
数
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
、　
一
万
九
千
五
百

五
十
二
人
で
、
そ
の
内
、
６０

歳
以
上
は
七
千
三
百
七
十
二

人
と
全
体
の
３７
％
を
占
め
、

平
成
二
十
年
度
の
受
注
件
数
は

一
千
八
百
十
五
件
、
就
業
延
人
日

八
千
八
百
七
十
二
人
日
、
契
約
金

額
は
四
千
五
百
九
十

一
万
四
千
円

で
す
。
景
気
の
低
迷
や
公
共
事
業
の
縮

減
に
よ
り
企
業
及
び
公
共
か
ら
の

受
注
が
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
反

面
地
域
住
民
の
方
々
の
協
力

・
支

援
に
よ
り
、
個
人
の
受
注
が
増
加

し
た
こ
と
で
、
全
体
で
は
順
調
な

実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。会
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「も
っ
と
仕
事
が
し
た
い
」
「積
極

会 報 需 珂R

的
に
仕
事
の
斡
旋
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
多

く
あ
り
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
社
会
貢
献
や
親
睦
を
通
じ
た
仲
間
づ
く
り
の

活
動
も
多
く
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
就
業
開
拓
と
会
員
の
福
利
厚
生
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

勘
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硼
大
山
町
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

霧

星

安

藤

隆

博

大
山
町
は
、
鳥
取
県
西
部
に
位
置
し
、
面
積
絢

一

九
〇
師
、
人
口
約

一
八
，
六
〇
〇
人
、
６５
歳
以
上
約

五
，
八
〇
〇
人

（３‐
％
）
の
小
さ
な
代
表
的
な
少
了

高
騰
化
の
町
で
あ
り
ま
す
。

主
な
産
業
は
、
農
業

・
漁
業

・
観
光
で
す
が
、
◆

「大
山
恵
の
里
づ
く
り
計
画
」
を
阿
の
主
な
事
業
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
県
内
外
に

「大
山
ブ
ラ
ン
ド
を
広

め
、
新
鮮
な
農
水
産
物

（加
工
品
含
む
）
を
拡
販
し
、

こ
の
分
野
の
渚
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
の

一
つ
で

も
あ
り
、
県
内
外
で
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
出
店
等
が
な
さ

会 報 需 珂R

れ
、
各
会
場
で

来
店
者
に
好
評

を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

平
成
二
十
年

三
月
に
、
山
陰

道
の
町
内
二
カ

所
目
と
な
る
名

和
イ
ン
タ
ー
が

開
通
し
、
◆
年

四
月
に
烏
取
県

西
部
で
初
の
道

の
駅

「大
山
恵

の
里
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

特
産
物
の
販
売

・
軽
食
喫
茶

・
観
光

情
報
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
連
日
賑
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
是
非
、　
一
度
寄

っ
て

み
て
こ
し
な
い
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
概
況
で
す

が
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
、
会

員
百
七
十
人

（平
均
年
齢
七
〇

・
三

歳
）
、
契
約
金
額
三
千
八
百
七
十
万

円
、
延
就
業
人
員

一
万
百
三
十
四
人

日
、
粗
入
会
率
二
　
三
三
％
、
就
業

率
八
八

・
八
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
知
名
度
も
、
発
注
者
様
に
よ

る
ロ
コ
ミ
等
で
年
々
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、

受
注
件
数
は
毎
年
増
加
し
、
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
課
題
も
多
く
あ
り

「事

業
渚
性
化
計
画
目
標
値
」
に
ほ
ど
遠
い
項
目

が
多
マ
あ
り
、
◆
後
、
会
員

・
役
職
員
が

一

体
と
な
っ
て
諸
課
題
を
克
服
し
、
地
域
社
会

に
喜
ば
れ
る
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し

た
い
と
か
ん
が
え
て
お
り
ま
す
。

◆
後
も
、
皆
様
方
の
こ
支
援

，
こ
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
長

の
広

後
は
知
識

・
経
験

・
体
験

・

技
術
を
滴
か
し
て
、
◆
ま

覗

　

で
お
世
話
に
な

っ
た
地
域

島

　

社
会

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

報
　

（ぁ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま

会
　

す
）
を
形
で
恩
返
し
し
た

い
な
と
思

っ
て
お
り
ま
し

た
。幸
い
、
気
力

・
体
力
と

も
健
全
で
、
ま
だ
ま
だ
や

れ
る
と
い
う
、
や
る
気
だ

け
は
充
実
し
て
お
り
ま
し

た
。八
□
―
ワ
ー
ク
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
こ

と
を
知
り
、
受
注
作
業

会
員
の
年
齢
層
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
が
、
◆
の

自
分
に
は
、
こ
の
仕
事
は

も
う
少
し
早
い
な
と
思
い
、
入
会
を
た
め
ら

っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
頃
、
行
政
の
人
か
ら

「思
い
切

っ

て
飛
び
込
ん
で
み
た
ら
」
と
背
中
を
後
岬
し
さ
れ
、

入
会
し
ま
し
た
。

入
会
時
、
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
、
多
種
多

様
な
仕
事
が
あ
り
、
会
員
さ
ん
も
多
く
、
◆
後
は
事

業
の
充
実
を
図
り
、
特
に
技
術
の
あ
る
人
は
、
大
歓

迎
と
の
説
明
を
聞
き
、
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
年
の
４
月
よ
り
、
給
食
の
配
達

・
回
収
栄
務
を

週
２
回
し
て
お
り
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ

ん
と
心
楽
し
く
仕
事
を
し
、
誡
意
を
込
め
て
作
ら
れ

た
給
食
を
大
切
に

，
確
実
に

子
供
達
が
喜
ぶ
顔
を
思
い
な

が
ら
、
配
達
　
回
収
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
◆
で
は

こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま

す
。
周
囲
の
人
達
が

「あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を

掛
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
、

◆
、
私
も
感
謝
の
気
持
ち
を

「あ
り
が
と
う
」
と
表
現
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
も
気
力

・
体
力
の
続
く

限
り
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
人

間
力
の
向
上
を
目
指
し
、
色
々

な
仕
事

・
作
業
に
取
り
組
み
、

地
域
社
会
の
発
展
に
努
力
し

ま
す
。「シ
ル
バ
ー
が
シ
ル
バ
ー

最
後
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会

・
地
域
に

お
い
て
益
々
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
必
要
性

（生
活
サ
ポ
ー
ト
）
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
自
覚

と
責
任
感
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
　
社
）八
頭
町
シ
ル

人
材
セ
ン
タ
ー

本

城

利

弘

私
は
、
昨
年
八
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
６‐
歳
の
若
者
？
で
す
。

設
備
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
定
年
退
職

．．一株い静枠一卜禅］

一般れ回法人 八頭町 シルバー人材センター設立鯰会

十１
１
１
■
１非
μ

に
輝
く
よ
う
」

ユ
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■
講
習
会
に
参
加
b

せ
自
７
ン
ス
タ
ン
ト
導
召
に

参
れ
し
て

（烏
取
会
場
）

鳥

副
　
田
　
山亘
　
」県

六
月
二
十
二
日
か
ら
七
月
二
日
の
九
日
間
、
造
園

・
竹
垣
の
作
成

受
講
者
に
は
二
十
年
も
サ
ツ
キ
の
剪
定
を
行

っ
て

い
る
者
、
松
の
剪
定
は
既
に
行
っ
て
い
る
者
等
の
経

験
者
か
ら
如
何
に
も
新
調
仕
立
て
の

「ピ
カ
ピ
カ
の

腰
道
具

（剪
定
の
こ
ざ
り

。
剪
定
鋏

・
摘
果
鋏
）
を

腰
に
し
た
未
経
験
者
と
が
そ
れ
ぞ
れ
相
談
し
た
り
、

ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
の
実
習
で
す
。

初
日
か
ら
松
の
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。
松
は

一
般

に
十
年
経
た
な
い
と
触
ら
せ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
先
生
に
◆
年
の
芽
、
去
年
の
芽
と
図
解
で
示

し
て
い
た
だ
き
、
鋏
を
入
れ
る
べ
き
場
所
を
良
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
松
を
剪
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
鋏

（刈
り
込
み
鋏
）

を
使

っ
た
生
垣
の
刈
り
込
み
も
行

い
ま
し
た
。
ス
ッ
キ
リ
し
た
出
来

映
え
を
見
る
と
気
持
ち
の
良
い
も

の
で
す
。

ま
た
、
先
生
が
剪
定
す
る
樹

一

本
の
み
を
見
る
の
で
は
な
く
、
庭

全
体
の
姿

・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

剪
定
す
る
こ
と

（お
客
様

・
依
頼

者
も
同
じ
考
え
と
思
い
ま
す
。
）

を
肝
に
銘
じ
、
剪
定
の
神
髄
に

一

日
で
も
早
く
迫
れ
る
よ
う
研
鑽
し

て
参
り
ま
す
。

剪
定
に
は
高
所
作
業
が
伴
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
安
全
管
理
に

は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
気
を
つ
け
、

楽
し
い
シ
ル
バ
ー
生
渚
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
伊
藤

先
生

。
事
務
局
の
方
々

，
実
習
の
材
料
を
こ
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
関
係
者
の

皆
様
方
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ク楽
し
い
９
日
間
、
本
当
に
有
り
難
う
こ
ざ
い
ま

し
た
。
″

取

市

ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
に
参
加
さ
せ

閉

　
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

需
　
　
い
渡
辺
造
園
　
樹
木
医
　
一
級

報
　
造
園
施
工
管
理
技
士
　
伊
藤
　
一▼

会
　
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
講
習

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
と
は

思
え
な
い
炎
天
下
で
の
実
習
。
か

と
思
え
ば
、
風
雨
の
中
カ
ッ
パ
を

着
て
の
実
習
で
し
た
。
講
習
日
程

は
以
下
の
通
り
で
す
。

二
日
間
は
座
学
で

・
樹
木
の
種
類
と
性
質
及
び
年
間

管
理

・
病
害
数
の
種
類
と
駆
除
方
法

・
樹
木
の
整
枝
と
基
礎
知
識

・
用
具

・
器
具
の
使
い
方

残
り
七
日
間
は
実
習
で
し
た
。

・
剪
定
と
整
枝
方
法
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保
畜

。
子
畜
て

支
援
導
誓
に
参
ん
し
て

（境
港
会
場
）

境

港

市
神

崎

和

重

子
ど
も
の
こ
と
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
で

も
◆
の
子
供
達
に
つ
い
て
予
備
知
識
を
得
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
広
報
誌
に

こ
と
も
度
々
で
し
た
。

保
育

・
子
育
て
支
援

と
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、

講
義
の
内
容
は
と
て
も

深
く
、
全
体
を
通
し
て

良
い
学
び
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
自
分
自
身
を
振
り

返
る
き

っ
か
け
を
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
、
知

ら
な
か

っ
た
こ
と
を
知

る
楽
し
み

皇
景
じ
も
久
々

に
味
わ

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

「絵
本
の
読
み
間
か

せ
」
の
ひ
と
と
き
は
、

大
人
に
な
っ
た
私
た
ち
に
も
心
地
の
良
い

も
の
で
し
た
。

「離
乳
食
づ
く
り
」
で
は
、
時
代
の
違

い
を
痛
感
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
新

し
い
発
見
で
す
。
例
え
ば
、
林
檎
を
煮
る

と
か
、
手
づ
か
み
食
べ
。

「救
急

・
救
命

・
応
急
処
置
」
の
実
技

を
交
え
た
講
座
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い

方
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
」
は
、

ゲ
ー
ム
を
交
え
た
楽
し
い
遊
び
で
、
他
の

受
講
者
の
方
々
と
も
気
持
ち
が

一
つ
に
な

り
、
ぐ
っ
と
距
離
が
近
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
た
講
習
で
し
た
。

以
上
は
、
ほ
ん
の

一
部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
視

点
或
は
切
り
口
を
変
え
る
こ
と
で
、
日
々
の
何
気
な

い
目
み
が
と
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
た
、
大
変
有
意
義
な
講
習
内
容
で
し
た
。

最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

・
講

師
の
皆
様
方
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

掲
載
さ
れ
て
い
る

の
を
見
て
、
子
ど

取

　
も
の
こ
と
に
関
す

需

　

る
知
識
全
般

・
現

報
　

状
等
理
解
す
る
の

会
　

に
は
良
い
機
会
だ

と
思
い
、
六
月
二

十
四
日
か
ら
七
月

三
日
ま
で
の
八
日

間
、
保
育

。
子
育

て
支
援
講
習
を
受

講
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し

た
。講
習
は
毎
回
、

講
師
の
先
生
方
の

熱
意
溢
れ
る
お
話

に
時
の
経
つ
の
も

忘
れ
、
聞
き
入
る
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(社)鳥取県シんパー人市汀センクー連合会正会昌
(平成21年 8月 ]日現在)

名 称 T 所  在  地 電 話 FAX 代表者

lネJ鳥取市シサレ,ヽ一人材センター 680-0845 鳥取市富安2-10牛 1 0857-22-0050 0857-22-0051 木島敏行

lネ→米子広域劫 l卜人材センター 683-0811 米子市錦田丁1-110 0859-32-2633 0859-32-5823 宇野治巳

lネJ倉吉市シルバー人材センター 682-08]6 倉吉市駄経寺田丁2-8-1 0858-22-0870 0858-23-6101 中林正樹

lネJ境港市シ)レブヽ一人材センター 684-0034 境港市昭和田丁11-22 0859-47-4540 0859-47-4541 西村岩市

lネJ南部広域切レl悼人材センター 683-0351 西伯郡南部田丁法勝寺170 0859-66-4011 0859-66-5330 田子  貢

lネ→智頭田丁シサレノヽ一人材センター 689-1402 八頭郡智頭田丁智頭1795-1 0858-75-0170 0858-75-2366 小林買夫

lネJ岩美田丁シルバー人材センター 681-0003 岩美郡岩美田丁浦富1041… 1 0857-72-2511 0857-72-2512 谷口幹彦

lネ→湯梨浜田丁切レ,卜人材センター 682-0712 東伯郡湯梨浜田丁上浅津123-2 0858-35-4130 0858-35-4130 足立春人

lネll琴浦田丁シルバー人材センター 689-2352 東伯郡琴浦日丁浦安152-3 0858-52-1001 0858-52-1004 足立慎夫

lネJ北栄田丁シルバー人材センター 689-2103 東伯郡北栄田丁田井46-2 0858-36-6220 0858-36-6227 日置勝彦

lネ→大山田丁シルパー人材センター 689-3332 西伯郡大山田丁末長269-1 0859-53-4787 0858-53-1310 林原彦一

(―・社)
八頭田丁シルバー人材センター

680-0463 八頭郡八頭日丁宮谷254-] 0858-72-3351 0858-72-3351 衣笠春寿

江府田丁シルバー人材センター 689-4413 日野郡江府日丁州河崎62 0859-75-321] 0859-75-3211 宇田川勉

日野田丁シルバー人材センター 689-5131 日野郡日野田丁黒坂1247-1 0859-74-0870 0859-74-0365 瀬田寿幸

日南田丁シルバー人材センター 689-5211 日野郡日南田丁生山357 0859-82-0223 0859-82-0223 山浦基治

三朝田丁シルバー人材センター 682-0152 東伯郡三朝日丁本泉359-1 0858-43-1883 0858-43-1883 馬 野忠嗣

参報 島 寡
平成21年 8月 1日

第21号

発行

発 行

所在地

電 話

FAX

社団法人 鳥取県シルバー
人材センター連合会

〒683-0812
鳥取県米子市角盤日丁1丁目76

0859-37-2531
0859-3アー2537

印 刷 i lttlニシキ印刷
鳥取県米子市灘町3-150

電  言舌:0859-32-2250

表
紙
の
こ
と
ば

「
小
泉

の
わ
さ
び

田
」

中
国
地
方
最
高
峰

・
大
山
の
東
の
麓
に
広
が
る
鳥
取
県
倉

吉
市
関
金
町
。
深
い
緑
に
囲
ま
れ
た
谷
間
に
、
わ
す
か
四
軒

の
小
泉
地
区
が
あ
り
ま
す
。

住
民
た
ち
は
、　
一
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
、
湧
き
水
や
沢
を

利
用
し
て
ワ
サ
ビ
の
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ワ
サ
ビ
は
年
間
を
通
し
て
水
温
の
低
い
、
き
れ
い
な
水
で

し
か
育
ち
ま
せ
ん
。
先
祖
伝
来
の
ワ
サ
ビ
田
を
守
る
小
泉
地

区
で

「命
の
源
泉
」
と
も
い
え
る
大
山
の
湧
き
水
と
と
も
に

生
き
る
人
マ
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
ま
す
。

あ

と

が

き

今
回
も
、
関
係
各
位
の
こ
協
力
に
よ
り
ま
し
て
第
二
十

一

号
が
発
行
で
き
ま
し
た
。
ま
す
も
っ
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

一
昨
年
前
か
ら
の
不
況
の
余
波
が
依
然
と
し
て
残

っ
て
お

り
、
特
に
鳥
取
県
で
は
回
復
の
兆
し
が

一
向
に
見
え
て
き
て

お
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
の
倒
産
も
減
る
傾
向
が
な
く
、
そ

れ
と
相
ま
っ
て
シ
ル
バ
ー
事
業
の
受
注
も
年
々
減
少
し
て
い

る
の
が
実
態
で
す
。

そ
ん
な
中
、
少
し
で
も
受
注
の
向
上
を
図
る
た
め
、
連
合

会
と
セ
ン
タ
ー
が
連
携
を
も
っ
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ

の
難
局
を
乗
り
切

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


